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研究成果の概要（和文）：Body-GPS を導入した 4 次元手術支援システムを開発し、Body 動的

な３次元手術支援を実現するために、ワイアレスの磁気センサーを応用した手術支援システム

を開発し報告した。３次元手術支援は臨床応用を行い、その成果も報告した。研究過程で新た

に明らかとなった新たな課題として、磁気センサーを用いない body-GPS システムにも取り組

み、国外特許申請中である。 

 

研究成果の概要（英文）：Novel dynamic 3-dimensional surgical navigation based on 

body-GPS system using wireless magnetic tracking system was developed and 

reported in peer review papers, and books. New navigation system without magnetic 

sensor was also developed and applied to US patent. 
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１．研究開始当初の背景 

内視鏡手術の精度・安全性を向上し、手術

中のみならず、教育にも貢献できる「3 次

元イメージによる手術支援システム」の意

義は大きい。我々は、世界に先駆けて、

Augmented reality（拡張現実感）ナビゲ

ーション技術を泌尿器科低侵襲手術に導入

した。しかし、解決すべき課題として、３

次元医療画像をナビゲーションに用いる際

に、手術に伴う臓器の動的な動き・変形に対

応して画像を処理することが困難であると

いう問題があった。 

 

２．研究の目的 

手術対象である臓器にワイアレス body-GPS

を装着して、臓器の動きを追跡する技術を導

入して、新しい４次元手術支援システムを開

発すること。 

 

３．研究の方法 

(1)ワイアレス磁気センサーを３つ術前に治

療対象臓器に装着し、手術フィールドに磁場

を発生して、磁気センサーの位置を追跡する

方法を導入する。(2)新たな課題解決策とし

てワイアレス磁気センサーを用いない方法

として、対象臓器を追跡できるリアルタイム

画像をコンピュタソフトでリアルタイムに

演算し、対象臓器の３次元的位置をリアルタ

イムに追跡する新技術を導入すること。 

 

４．研究成果 

Body-GPS を導入した 4 次元手術支援シス

テムを開発し、Body 動的な３次元手術支

援を実現するために、ワイアレスの磁気セ

ンサーを応用した手術支援システムを開発

し報告した。３次元手術支援は臨床応用を

行い、その成果も報告した。研究過程で新

たに明らかとなった新たな課題として、磁

気センサーを用いない方法も導入した

image-based GPS システムにも取り組み、

国外特許申請中である。 
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